
災害に係る住家の被害認定

被害の程度 全 壊※１ 大規模半壊※２ 中規模半壊※３ 半 壊※４ 準半壊※５

準半壊に

至らない

（一部損壊）

損害基準判定

（住家の主要な構成要素の経済
的被害の住家全体に占める損害
割合）

50％以上
40％以上

50％未満

30％以上

40％未満

20％以上

30％未満

10％以上

20％未満
10％未満

■災害の被害認定基準等

■災害に係る住家の被害認定基準運用指針（平成13年作成、令和３年最終改定）

・市町村が災害により被害を受けた住家の被害認定を迅速かつ的確に実施できるよう、地震・
水害・風害等の災害ごとに住家の経済的被害の標準的な調査方法を定めたもの

・固定資産評価を参考に、原則として、部位（基礎、柱等）別の損害割合を算出し、それらを合計
して住家全体の損害割合を算出して判定

市町村長は、当該市町村の地域に係る災害が発生した場合において、当該災害の被災者から申

請があつたときは、遅滞なく、住家の被害その他当該市町村長が定める種類の被害の状況を調査し、

当該災害による被害の程度を証明する書面（次項において「罹災証明書」という。）を交付しなければ

ならない。（災害対策基本法第90条の２第１項）

※１ 全 壊：「災害の被害認定基準について」（平成13年）による。

※２ 大規模半壊：「被災者生活再建支援法の改正施行通知」（平成16年）による。

※３ 中規模半壊：「被災者生活再建支援法の改正施行通知」（令和２年）による。

※４ 半 壊：「災害の被害認定基準について」（平成13年）による。（ただし、大規模半壊及び中規模半壊を除く）

※５ 準 半 壊：「災害救助事務取扱要領」（令和２年）による。


	スライド番号 1

